




　平成29年2月10日（金）に、平成28年度空き家対策研究会 研究成果報告会「うごき出した空家法～
空家対策計画・利活用・税務について自治体の現場から～」を開催しました。
　本研究会は、指導助言者に関西学院大学総合政策学部の清水陽子准教授、上智大学法科大学院の北村喜宣
教授を迎え、全国的に増え続ける空き家の対策について、適正管理・利活用等の促進に向け、平成27年6
月より調査・研究を進めてきました。
　報告会では、第1部に基調講演として、NPO法人尾道空き家再生プロジェクトの新田悟朗氏を迎え、「尾
道での空き家再生の現場から」と題し、ご講演いただきました。尾道市の特徴を生かした空き家の再生事例
について具体的に紹介いただくとともに、地域の人を巻き込み、絶え間なく新しいプロジェクトを実行され
る同法人の取り組みは、参加者も大いに刺激を受ける内容でした。
　第2部では、研究員による研究成果発表を実施しました。政策班・利活用班・税務班が、自治体における空
き家対策について、先進事例の報告や自治体が取り組むべき今後の空き家対策についての提言を行いました。
　第3部では、清水先生をコーディネーターとしたパネルディスカッションを実施しました。パネリストに
は新田氏、北村先生、本研究会オブザーバーの河田真一氏の3名と、研究班の代表者も席上から適宜、質疑
応答を行いました。内容は、政策・利活用・税務の観点から、自治体における空き家対策について幅広くディ
スカッションが展開されました。事前に会場参加者より意見・質問を記入した用紙を集め、時折その内容に
も触れながら進行されました。
　会場参加者からは、「空き家を解消していく様々なアプローチを学ぶことができ、とても参考になりました」
などの声をいただき、会場全体でこれからの空き家対策を考える充実した時間となりました。

平成28年度空き家対策研究会 研究成果報告会実施報告

【研究成果発表の様子】

研究員（11名）

【パネルディスカッションの様子】
（写真左から）清水陽子氏、新田悟朗氏、北村喜宣氏、河田真一氏

○本研究会の研究成果をまとめた 報告書を3月末に発行予定です。
　是非ご覧ください。

吹田市　　　　北村　桂（Ｈ27年度）
吹田市　　　　土井　明治（Ｈ28年度）
摂津市　　　　永田　有香
摂津市　　　　篠崎　好健
守口市　　　　中瀬　智広
四條畷市　　　林　輝史
岸和田市　　　西村　聡平
河内長野市　　大田　昌典
貝塚市　　　　西野　京太郎
羽曳野市　　　松村　貴史（Ｈ27年度）
羽曳野市　　　渡辺　正治（Ｈ28年度）
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　平成29年2月13日（月）に、市町村長・市町村議会議長（正副）・市町村幹部職員を対象とした「市町
村トップセミナー」を開催しました。講師に作家の童門冬二氏をお招きし、「歴史から学ぶ大阪のまちづくり」
と題してご講演いただきました。
　現在、全国の自治体で多種多様な「まちづくり」が進められています。その中で改めて日本の素晴らしさ、
大阪の魅力を考え、先人たちはどのような「まちづくり」をしてきたのか、先人たちの知恵を未来の「まち
づくり」に活かすために必要なことは何か、等についてご講演いただきました。
　ただ単に大阪の歴史を語るだけではなく、当時の民衆の生活や文化にも着目し、大阪のまちが発展していっ
た背景や、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康といった大阪に縁がある戦国武将の生
き様や思想にも詳しく触れられました。時代は違えどトップになる人物の器や哲
学とはどのようなものか等、「まちづくり」や「トップリーダー」のヒントをご
講義いただき、まさに「市町村トップセミナー」にふさわしい講演となりました。
　アンケートでは、「過去の偉人の紹介、考え方を踏まえた大変貴重なお話しだっ
た」「まちづくりを進めていくうえで、歴史を充分に参考にしていく必要を感じた」
などの声があり、今後のまちづくりに向けてさらなる一歩となりました。

　平成29年2月17日（金）に、「平成28年度第2回教科等検討委員会」役員会及び総会を開催しました。
本委員会は、府内市町村の職員研修担当課長を委員とし、次年度の研修研究計画案等について、市町村の意
見を反映させるため提案及び検討の場として開催するものです。
　当日は総会に先立ち、厚生労働省が推奨する「職業性ストレス簡易調査票」を
使用したストレスチェックに14年の実績をお持ちである、株式会社ジャパン
EAPシステムズ代表取締役社長の松本桂樹氏をお招きし、「こころの健康～職場
におけるメンタルヘルス対策の進め方～」と題し、職員のメンタルヘルス対策や、
職員と管理職が支え合いながら働ける職場づくりの推進など、人事管理部門に求
められる組織全体のケアについて、ご講演いただきました。
　参加者からは「ストレスチェックが義務化され、本格的に動き出した年度でも
あり、タイムリーな内容であった」「職場におけるメンタルヘルス対策は継続的
に取り組む必要があることを再認識した」「今回学んだ点をフィードバックし、改善に取り組みたい」など
多くの感想をいただきました。
※本講演会の内容は、セミナー講演録集（平成29年度発行予定）として発行します。

平成28年度市町村トップセミナーを開催しました

平成28年度第2回教科等検討委員会総会「講演会」の実施報告

【講演の様子】

【講演の様子】

　　　　　　

★★★
スタッフの
つぶやき
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今号は
曽我＆山崎でーす！

（曽我）
　みなさーん！今年度のマッセの事業はいかがでした？ご満足いただけましたでしょうか？ん？ワンピやら笑いで気分が
上がりましたと！すばらしいですね。なになに？SIM事業は、来年度もやるのかって～？財政とは、アメとムチ、砂糖や
塩のようなものですからどうですかね？今年は、タイトルの前に「楽しく学ぶ」や、「緊急セミナー」などをつけて、謎の
入り方をするのがありましたね（笑）来年度も、皆様に興味を持ってもらえるよう頑張ります！よろしく。
（山崎）
もうすぐ今年度も終わりに近づいておりますが、改めまして山崎です☆マッセにきて早３年目、、、今年度
も楽しく有意義な時間を過ごしています。研修やセミナーにも数多く参加させていただき、全国の自治体職員の方
や著名な先生方とお会いすることができました。人とのつながりの大切さを改めて認識したそんな１年でした。皆様に
　感謝申し上げますとともに、引き続きどうぞよろしくお願いしまっせ！最後に、ももやさんと川崎さんお疲れさまでした！だれっ？笑
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復興の哲学を変える―官・共・私の協働で
取り戻す地域の暮らし（後編）

　前回は、千年に一度の大災害が起きた際に、政
府がどのように対応したか、｢緊急対応｣ について
紹介しました。今回は、大災害からの「復興の過程」
で取り組んだ、二つの改革について述べましょう。
　多くの人は、災害復旧と聞くと、壊れた道路や
建物を元に戻すことを想像するのではないでしょ
うか。私もそう思っていました。しかし仕事を進
めていくうちに、それだけでは被災者の暮らしと
地域のにぎわいが戻らないことが、わかってきま
した。町の暮らしを取り戻すには、どうすればよ
いか。それを、関係者で考えました。
　これまでの災害復旧の範囲や手法を越えて、大
胆に政策を転換する必要が出てきたのです。改革
の一つは、復興政策の範囲の拡大であり、哲学の
転換です。もう一つは、その主体と方法の拡大です。
それはまた、町とは何かを考えることであり、行
政の役割を考えることでもありました。

（国土の復旧から暮らしの再建へ）
　被災者の暮らしと地域のにぎわいを取り戻すた
めに必要なこと。それは、産業の再生とコミュニ
ティの再建です。

　まず、産業となりわいです。これらの復旧は、
これまでは事業者に任せていました。日本は資本
主義・自由主義経済ですから、当然です。ところが、
地方では高齢化が進み、これを機に店を畳もうと
いう商店主も多いのです。それでは、住民は買い
物ができません。工場が再開されないと、働く場
もありません。暮らしは成り立たず、町のにぎわ
いも戻りません。そこで、政府が支援することに
踏み切りました。商店や工場の仮設建物を無償で
提供したり、建物や機械の再建に補助金を出しま
した。従来の政府方針からは、コペルニクス的転
換です。
　もう一つのコミュニティの再建は、住民の孤立
防止や、つながりの回復の支援です。仮設住宅で
の孤立と孤独死が、阪神・淡路大震災から指摘さ
れていました。それを防ぐために相談員を雇い、
見守りをしてもらいました。家族や友人を失い、
知人と離れて暮らす高齢者のさみしさを想像して
ください。新しい町や公営住宅でも、コミュニティ
再建の支援をしています。
　このように、インフラと住宅の復旧に加えて、
産業の再生とコミュニティの再建を復興政策の対
象とし、政府が支援に乗り出したのです。復興の
哲学を、「国土の復旧から、暮らしの再建へ」と広
げたと言って良いでしょう。

（民間の人たちと協働する）
　改革の二つ目は、被災者支援と復興での、主体
と方法の拡大です。
　阪神・淡路大震災の際に、ボランティアが活
躍しました。東日本大震災でも、たくさんのボ
ランティアが応援に入ってくれました。さらに、
組織ボランティアであるNPO（Not-for-Profit 
Organization　非営利団体）と協働しました。被
災者の孤立防止のため見守り活動は、役場では職
員も不足しノウハウも少ないので、責任あるNPO
にお願いしています。これは、個人ボランティア
では不安なのです。
　産業再建では、大手企業が、新商品開発や販路
開拓などの応援に入ってくれています。この分野
は、行政より企業の方が得意です。また、社会的
責任として、多くの企業が本業を生かしたさまざ
まな支援をしてくれています。

　目まぐるしく変化する時代の中で、地方行政、自治体
職員が目指すべき方向性について、学識者・行政経験者
などの著名人に、政策提言を頂きます。

　　　【第９回】

　内閣官房参与
　前復興庁事務次官

　　岡本　全勝 氏
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　このように、行政では手が回らない分野、行政
では人やノウハウが不足する分野を、NPOや企業
と協働することで対応したのです。

（公共を支える3つの要素）
　すべてを流された町を復旧する過程で、暮らし
に何が必要かが見えてきました。図をご覧くださ
い。

　「1インフラの再建」は、これまでの復旧政策です。
これはモノをつくることであり、行政がお金を出
して実行できます。
　次の「2産業・なりわいの再生」は、今回新しく
支援した分野です。住民にとっては、モノやサー
ビスを手に入れる場であり、働く場です。そして
施設を作ったら終わり、というものではありませ
ん。企業や事業主が主体となり、継続してもらわ
なければなりません。施設設備の復旧は、補助金
を出すことで実現できますが、売り上げを確保し、
持続的に営業することは、補助金ではできません。
技術力や販路開拓などノウハウが必要なのです。
そこに、大企業などから支援をもらっています。
復興庁の役割は、それらの間のつなぎをすること
です。
　「3コミュニティの再建」も、今回新しく支援し
た分野です。住民にとっては、つながりです。こ
れも、行政がお金を出せばできる、というもので
はありません。あくまでも主体は住民であり、継
続が必要です。しかし、見守りやコミュニティ作
りを応援することはできます。良い事例を紹介し
たり、それに詳しいNPOなどに入ってもらうの

です。
　こうしてみると、私たちは｢行政の役割」や｢公共」
を、狭く理解していたのではないでしょうか。行
政に求められているのは、施設や設備を作ること
だけでなく、産業となりわいが持続するように支
援すること、住民が孤立しないようにつながりを
支援することも必要なのです。もちろん、これら
は行政が主体になるものではありません。しかし、
住みよい地域には、これらの3つの要素が必要な
のです。
　今回行った復興政策の範囲の拡大と主体の拡大
は、現地の要望を基に、関係者がそれぞれの立場
で取り組んだものです。政府の役割は、それら支
援してくれる団体と、支援を求めている被災地と
を結ぶことでした。そして、公的な「お墨付き」
を与え、必要な場合は予算や職員による応援をす
ることでした。それら新しい施策や応援を政府の
政策と位置づけ、応援しました。そうすることで、
支援をしている関係者が、自分のやっていること
の位置づけが明確になり、被災地や社会でも認識
してもらえたのです。
　それまでは極端に言えば、行政も住民も、「NPO
は変わった人たちがやっている活動だ」「企業は金
儲けしか考えていない」と考えていることが多かっ
たのです。実際に最初の頃は、彼らが被災地に支
援に入っても、うさんくさい目で見られ、活動が
できなかったこともありました。その認識が、大
きく変わりました。
　地域では、行政だけでは解決できない、またお
金と施設だけでは解決できない課題が増えていま
す。私たちが被災地で行った挑戦は、日本全国の
自治体でのお手本になると信じています。
　詳しくは、拙著『東日本大震災―復興が日本を
変える』（2016年、ぎょうせい）第4章をお読み
ください。

◇ 執筆者Profi le ◇
1955年、奈良県生まれ。
東京大学法学部を卒業。
自治省入省。富山県庁総務部長、総務省交付税課長、麻生太郎
内閣総理大臣秘書官、自治大学校長、東京大学大学院客員教授、
東日本大震災被災者生活支援本部事務局次長、復興庁統括官、
復興庁事務次官を歴任。
現在、内閣官房参与、福島復興再生総局事務局長。
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平成29年1月25日（水）・26日（木）両日とも10:00～ 17:00

　住民からの意見や要望が個別化・多様化しつつあるなか、行政は住民と
「共に考え、共に決定し、共に行動する」協働＝パートナーシップ型のま
ちづくりを進める必要があります。そのため自治体職員には、まちづくり
の計画を自ら考えプロデュースができる人材が求められます。
　そこで今回は、元国土交通省地域振興アドバイザーであり、現在は日本
広報協会広報アドバイザーや、まちづくり・イベントなどのアドバイザー
として全国多数の市町村等を指導されている（有）あしコミュニティ研究
所所長の浦野 秀一氏をお招きし、総合計画の基本から策定するにあたって考慮すべき論点、住民の声を取
り入れた総合計画政策の進め方まで、豊富な事例を交えながらご講義いただきました。
　
　演習では、1日目から2日目にかけて十分な時間を設け、浦野
先生が考案した発想法である「KIT–PT法」を実践しました。
　「KIT–PT法」とは、“カード（Ｋ）を用いて意見（Ｉ）を積み
上げ（Ｔ）、政策のプライオリティ化をあたかも樹木のように表
現（Policy-Tree）する”の略です。複雑多様な住民の意見から、
多くの住民が共感できる「政策ニーズ」を見い出すのに適した手
法です。
　受講生は、グループディスカッションで幅広い意見収集を行い、
そこから住民のニーズを見つけ出し、さらに図解化（ツリー化）
するにあたっての一連の作業について、活発に議論を交わしなが
ら賑やかな雰囲気のもと行っていました。

　政策形成の過程や着眼点、意見集約など、現代に見合った手法
で進めることの大切さを感じていただくプログラムでした。
　参加者からは、「これから住民と協働して計画等を策定してい
くにあたり、実践的で非常に参考となる内容でした」「KIT–PT法
を体験するなど、政策形成のアイデアを楽しく学ぶことができ、
充実した2日間でした」などといった感想をいただきました。

事例研究「楽しく学ぶ・まちづくりプランナー養成講座
～パートナーシップ時代の総合計画策定～」実施報告

　「KIT–PT法」実践の様子。集まった意見を
　分類し“島”づくりに取り掛かります。

←樹木をイメージした“政策の樹”が出来上がりました。
　今後のまちづくりの方向性・ビジョンが明確に記されています。
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　今後の研修のあり方を見直すことを目的に、本年度の研修を務めてくださった講師の方から、アンケート
のご協力をいただきました。その中で受講生へのコメントをいただいていますので、掲載します。
　今号は、下記の研修のコメントをご紹介します。

　◆事例から学ぶ行政経営研修　平成28年10月27日、28日
　　講師：東京都足立区　教育長　定野　司 氏

　人生は仕事だけじゃない。でも、仕事が楽しいと人生はもっと楽しくなります。
　仕事は、「何をしたか」という結果も大切ですが、それ以上に重要なのは、「どのようにしたか」です。結果に
たどり着くまでに流した汗と涙、それは貴方にとって、かけがえのない、貴方だけの宝物です。困難なことにぶ
つかって、つまずいたり、凹んだりしたとき、その宝物はきっと貴方を助けてくれるでしょう。
　今日から、宝さがしに出かけてみませんか？

　◆管理職と一般職が連携するメンタルヘルス・サポートケア研修①・②
　　平成28年11月17日　①（9:20～13:05）・②（13:35～17:20）
　　講師：橋本尚美事務所　代表　橋本　尚美 氏

　担当講師の橋本尚美です。受講なさったみなさん、お元気でしょうか。
　研修を受講するために職場を離れる、それも忙しい仕事を何日も前からやりくりしてまで受講したみなさんは、
人と人をつなげられる存在だと思っています。
　この研修に集まった人は、「心の病気と呼ばれるものに罹った同僚をどう支援できるのだろう」そんな気持ちを
持った人でした。自分のため、ではなく、弱っている誰かのことを思って集まってきた人たちです。
　あの日の研修では、心の病気と呼ばれるものに罹った同僚を見守っているだけではなく、上司に任せきりにし
ない考え方と行動を学んでいただきました。
　人と人との間に立ち、つなげられる人を、どこの組織も望んでいます。この研修を受講なさったみなさんは、
そうした存在になれる。そう思っています。

平成29年度研修研究計画から、ポイントをピックアップしてご紹介します。
■新規・再実施研修

「事業のスクラップ研修」
事業の見直しに向けた色々な実践手法を学びます。

「秘書から学ぶ相手に配慮したコミュニケーション研修」
相手への配慮や調整の手法、上手な根回しなどを学び、誰
からも信頼される職員を目指します。

「接遇指導者養成研修」
実習を通じて、接遇研修の庁内講師を養成します。

■研究会（継続・新規）
「文化・芸術を活かしたまちづくり研究会」（継続）
「クラウドファンディングによる地域の活性化研究会」（新規）
「自治体職員の働き方改革研究会」（新規）

講師から受講生へのコメントをいただきました

平成29年度研修研究計画 Pick Up !

一般研修については、
3月末に速報版の実施計画を
お届けします。お楽しみに！
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■大阪大学大学院法学研究科
　受講する市町村職員から提出された研究テーマに
基づき、担当講師ごとにユニットを構成。現在の自
治体が抱える喫緊の課題に関する研究活動を行い、
論文を作成し、最終発表会で研究成果を報告。

○受講生の研究テーマ○
「市区町村の窓口業務における民間委託に
ついて」

「固定資産税等過誤納返還金支払要綱によ
る返還実務の妥当性について
―納税義務者の信頼確保と税務行政の円
滑な運営のための考察―」

■和歌山大学大学院経済学研究科
　「ビジネスモデルデザイン特殊問題」及び「交通
政策論特殊問題」について大学院生等とともに研究
を実施。

〇単なる概念の説明や現在ある成功事例の分析
だけでなく、「自分達で新しいビジネスを考える」
という演習が多かったのも実学としての価値を
見出せたと思う。
〇一つのテーマに対して答えが出るまで追求す
る、という姿勢が身についたことが最大の収穫
である。
〇自身のレベルを向上させることができたとい
う経験は、今後自分が新しい分野の業務に取り
掛かる際に大きく役立つものと感じている。

■大阪学院大学大学院経済学研究科
　公共政策に関心を持つ大阪学院大学経済学研究科
の大学院生とともに、行財政をテーマに全８回の講
義を実施。

〇市町村職員として取り組んでいかなければな
らない財政の問題や、行政改革について考察す
るきっかけとなる素晴らしい研修だと思う。
〇大学の教授、他市職員や院生、近畿財政局の
方など、普段の仕事では知り合えない方と知り
合うことができ、意見交換ができたことで、自
身の視野が広まった。
普段の仕事に生かせるように励みたい。

■大阪市立大学大学院創造都市研究科
　行政改革や行政経営をはじめ、都市政策、住宅問
題など都市公共政策に関する第一人者である実務家
や研究者をゲストスピーカーとして招き、「現状と
課題」を中心に講義を実施。

〇より多くの職員を巻き込み、考えに考え抜く
ような仕事への取り組み方を実践していくこと
が大切だと感じた。
〇インターネットなどでは得られない情報、直
接体験談を聞ける大切な機会をいただいたこと、
学生と一緒に学べるなど貴重な時間を過ごすこ
とができた。
〇さまざまな観点を複合的かつ効果的に活用す
ることの重要性を感じた。

よ
も
や
ま
ば
な
し

（
今
号
の
よ
も
や
ま
話
は
〝
Ａ
さ
ん
〞
で
…
）

Ａ
「
は
ぁ
ー
。」

Ｂ
「
ど
う
し
た
ん
？
た
め
息
つ
い
て
。
幸
せ
逃
げ
る
で

〜
」

Ａ
「
は
ぁ
ー
ー
ー
。」

Ｂ
「
ま
さ
か
！
？
よ
も
や
ま
話
で
お
悩
み
け
？
」

Ａ
「
Ｂ
さ
ん
は
前
回
の
惨
劇
、
知
っ
て
る
や
ん
け
…

　
　

ト
ラ
ウ
マ
や
」

Ｂ
「
あ
ぁ
〜
ネ
ッ
ト
わ
ー
クV

ol.163

に
掲
載
さ
れ
て

る
〝
第
５
研
修
室
の
オ
バ
ケ
〞
の
話
で
し
ょ
。　

ス
ベ
リ
倒
し
て
る
ヤ
ツ
ね
」

Ａ
「
お
い
！V

ol.163

と
か
言
う
た
ら
、
気
に
な
っ
て

見
る
人
お
る
や
ろ
！
た
だ
、
今
号
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
載
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
か
ら
は
閲
覧
で
き
へ
ん
け

ど
ね
。
フ
フ
ッ
」

Ｂ
「
そ
れ
は
そ
う
と
、
今
年
度
は
Ａ
さ
ん
の
年
と
言
う

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
。」

Ａ
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

Ｂ
「
某
機
関
誌
に
寄
稿
し
た
り
、
某
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
生
出
演
し
た
り
、
ネ
タ
は
豊
富
や
ん
」

Ａ
「
確
か
に
…
。」

Ｂ
「
そ
れ
に
普
段
か
ら
冗
談
ば
っ
か
り
言
っ
て
、
仕
事

し
て
へ
ん
や
ん
！
？
」

Ａ
「
確
か
に
…
。
仕
事
は
基
本
的
に
し
て
な
い
な
ぁ
…

ん
、
ん
っ
？
」

Ｂ
「
マ
ッ
セ
来
て
、
す
ぐ
に
蓄
膿
症
に
な
っ
た
と
か
で

顔
半
分
痛
い
と
か
言
っ
て
た
し
」

Ａ
「
確
か
に
…
。
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
…
待
て
…
」

Ｂ
「
今
年
度
は
他
の
メ
ン
バ
ー
よ
り
も
出
張
行
き
す
ぎ

て
、
年
度
末
に
…
」

Ａ
「
ま
て
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
」

Ｂ
「
…
」

Ａ
「
す
ぐ
、
言
う
〜
！
！
！
っ
て
か
、
帰
任
前
や
か
ら

や
め
て
！
暴
露
チ
ッ
ク
に
な
っ
て
る
し
！
」

Ｂ
「
で
も
、
そ
れ
く
ら
い
ネ
タ
が
豊
富
や
ね
ん
っ
て
。

　
　

わ
か
っ
た
？
」

Ａ
「
ホ
ン
マ
や
な
ぁ
。
じ
ゃ
あ
、
ど
の
話
に
す
る
か
考

え
る
わ
。
で
も
、
Ｂ
さ
ん
と
の
話
で
結
構
埋
ま
っ

て
も
う
た
わ
。
せ
っ
か
く
、
や
る
気
に
な
っ
た
け

ど
、
次
の
機
会
や
な
」

Ｂ
「
そ
う
く
る
思
っ
て
、
次
の
ペ
ー
ジ
に 

〝
よ
も
や
ま

本
編
〞
の
ス
ペ
ー
ス
設
け
て
マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

（
ウ
ソ
）」

「地方分権ゼミナール」が終了しました

受講生

受講生受講生
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　本コーナーは、日常生活をイキイキと活動している現職の行政関係者を取り上げ、どのように仕事に活か
しているかをお披露目していただくコーナーです。執筆者は、マッセOSAKAの職員が研修や交流会などで
出会った方や、マッセOSAKAに派遣されていた先輩方にお願いしていこうと思っております。

　第3回は、吹田市福祉部生活福祉室の佐野さんのこぼれ話です！

子育てをもっとワクワクしよう！の巻

吹田市福祉部生活福祉室　佐野　直樹 さん

　平成24年12月に待望の二人目誕生！
　二人目が生まれてから半年間、仕事の退勤時間を2時間早める時短勤務（部分休
業）を取得しました。
　みなさん、時短勤務はいいですよ！これなら毎日仕事には行ける。その上、夕方
の時間、上の子の保育所のお迎えから公園でのちょっとした触れあい、買い物、夜
ご飯の準備、お風呂、絵本の読み聞かせ、寝かしつけといった家事・育児をガッツ
リできる。僕にとっては、ピッタリの制度でした。
　時短をとって良かったこと！
　まず、育児面では、上の子の相手をしっかりできました。二人目ができると、どうしても赤ちゃん中心の
生活となりがちで上の子の扱いがぞんざいになってしまうのですが、例えば保育所のお迎えにしても、妻が
家で赤ちゃんをみている間に僕が一人で保育所に行くことで、上の子に対し「赤ちゃんが寒いから早く帰る
用意しなさい」とか言わずに心に余裕をもてました。
　次に、仕事面では退勤までに仕事を終わらせるために仕事の効率を上げることに頭を使うようになりまし
た。せっかく取得した制度。「今日はちょっと仕事が片付かないから残ります」ということは絶対にしたく

なかったので、毎日、勤務時間中は時間内
に仕事を終えることに必死でした。
　僕は現在、「NPO法人ファザーリング・
ジャパン関西」（http://fjkansai.jp/）の
メンバーとして、子育てをもっとワクワク
するものにするための活動やイベントを
行っています。お休みの日にお子さんと出
かけられたイベントで僕達を見かけられま
したら、ぜひ声をかけてくださいね！

off reco〜
♪ココだけの…　こぼれ話
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　こんにちは！彩の国さいたま人づくり広域連合の下田純一と申します！タレントの石田純一さ
んとは１文字違いですが、親戚ではありません。どうぞよろしくお願いします！
　さて、このたび「ネットわーク」に寄稿させていただくこととなりました。マッセOSAKAさ
んには、貴重な機会を頂きありがたく思っております。元気いっぱい紹介します！

　　彩の国さいたま人づくり広域連合とは！

　分権型社会に対応した人材を育成するため県職員、市町村職員を対象とした研修事業をはじめ、
政策研究の支援、市町村間の職員交流や市町村職員採用情報の発信等の事業を行っている団体です。

　　広域連合が担う、３つの事業！

　人材開発事業
　人材開発事業では、階層別基本研修・階層別選択研修・講師養成研修・特別研修・政策研究を実施しています。各種
研修では多様で計画的な研修を行い、政策研究では地域課題の解決に役立つ政策提言を、自治体・企業・NPO・大学な
どの協働により実施しています。
　人材交流事業
　人材交流事業では、職員の意識改革及び視野の拡大を図るため民間企業など
への職員派遣・研修所への職員派遣による補助を行っています。
　人材確保事業
　人材確保事業では、市町村職員採用合同説明会、市町村職員採用情報フォー
ラム及び市町村職員採用情報サイトによる情報提供などにより、市町村職員の
採用支援を行っています。
　合同説明会は、さいたまスーパーアリーナで実施し、4,506人来場！
　情報フォーラムは、さいたま市民会館おおみやで実施し、962人来場！
　本イベントの詳細は「SAITAMA市町村職員採用ナビ」をご覧ください！

　　研修事業の充実に向けた、新たな取組みを紹介！

　広域連合では、平成29年度、県職員向け57コース、市町村職員向け58コー
スの研修を企画しました。その中で新たな取組みとなる事業をご紹介します。
　働き方改革の推進

・全階層の基本研修において、女性にも男性にも働きやすい職場作りを目指
す働き方改革のための科目を導入・充実します。

・「働き方改革のためのタイム・マネジメント研修（主幹級）」を新設し、男
性職員を対象に、時間外勤務に対する意識の変革を図ります。

　時代の潮流をとらえる研修の新設
・東京オリンピック・パラリンピックを見据え「グローバルマインド養成研

修（中級）」を新設し、訪日外国人などの気持ちを理解するコミュニケーショ
ン方法やおもてなしの心などについて学びます。

　女性職員を対象とした活躍推進研修
・「女性職員のためのキャリアデザイン研修（市町村）」を実施します。職位

を超えた情報交換・交流を促進し、自らのキャリアを形成していく意欲を
高めるための研修です。

・「女性活躍推進支援セミナー（県・市町村共同）」を実施します。女性活躍
に向けたモチベーションと組織力の向上を図り、県と市町村の垣根を越え
た意見交換を行い、研修後の相互交流が図れる機会とするセミナーです。

　いかがでしょうか。人の可能性は無限大です。私たちはその可能性を引き出す手助けをする役割を担っています。成長と自
己変革のきっかけとなるヒントを少しでも多く提供できる研修を企画・実施しています。そして職員の「考える力」の養成に
つながるよう、これまで以上に努力してまいります。これからも彩の国さいたま人づくり広域連合をよろしくお願いします！

全国の特色ある職員研修を随時紹介します。

第６回
彩の国さいたま
　人づくり広域連合

平成28年度市町村職員採用合同説明会の様子

多種多様な研修を実施しています。
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　和泉市の葛城様よりバトンをいただきました、高石市
総務部人事課の中島　千晶（なかしま　ちあき）と申し
ます。入庁して3年目、同時に研修担当も3年目が終わ
ろうとしています。まだまだわからないことも多い中、
頼れる上司のご指導をいただきながら、日々勤しんでお
ります。
　今年度は、女性活躍推進法が施行されたことを契機に、

「女性職員研修」、「管理職向け女性活躍推進研修（以下、
管理職研修）」を新たに実施しました。
　女性職員研修では全女性職員を対象に、キャリア形成
やモチベーション向上を図り、管理職研修では男性管理
職員を対象に、男女の違いや、育成する上での支援方法
について学びました。
　それぞれ異性のいない場だったので、自由で気兼ねな
く意見交換ができたのではないかと思います。管理職研
修では、共感している人がいたり、「非常におもしろい
内容だった」という感想をくれた人がいたりと、普段女
性と接する上で、何かと気苦労されているのかなあと感
じました。
　このネットわークを通して、マッセOSAKA様、他
市町村様の特色ある研修を知り、いつも勉強させていた
だいております。今後とも、皆さまどうぞよろしくお願
いいたします。
　次回は泉大津市の岩村さんです。岩村さん、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

  第167回

　研修担当課の皆さんが、
次々に仲間を紹介し、ネッ
トワークを広げます。今回
は、和泉市の葛城さんか
らのご紹介で･･･

次回は、
【泉大津市の岩村 宵子さん】

にバトンタッチ！

高石市総務部人事課

　中島　千晶 さん
（写真右から２番目）

☆人事課の仲間と一緒に

◆ 新規研究会にご参加ください！
　平成29年度は、下記の新規研究会を実施予
定です。府内市町村職員同士で交流を深めなが
ら、旬のテーマについて研究してみませんか。
ご参加お待ちしております。
○クラウドファンディングによる地域の活性

化研究会
　地域活性化につながるクラウドファンディ
ングの施策とは何か、自治体は支援にどう関わ
ればよいかに焦点を当て、調査・研究します。
○自治体職員の働き方改革研究会
　自治体職員の働き方の現状と課題をさまざ
まな面から調査・分析し、今後どのような働き
方を実現すべきか、そのためにどのような改革
が必要か具体的に提言します。
※各研究会の詳細は４月以降にお知らせします。

◆平成29年度研修情報見本市を開催します
　研修担当職員を対象とした、研修情報見本市
を本年も開催します！
日時：平成29年9月1日（金）9:50～ 16:40
会場：マッセOSAKA 大ホール

◆講演録・報告書を発行します！
　本年３月に下記の講演録・報告書を発行予定
です。市町村研修担当課宛てに送付しますの
で、是非ご覧ください。

「セミナー講演録集vol.37」
　マッセ・セミナー等の講演録

「セミナー講演録集vol.38」
　マッセ・市民セミナー（社会福祉協議会・ちゃ
いるどネット大阪共催）の講演録

「研究紀要第20号」
　テーマ「人口減少社会を豊かに生きる」
　有識者による寄稿論文と公募論文最優秀賞
受賞論文を掲載

「空き家対策研究会報告書」
　視察報告及び講演録など

「女性の活躍促進研究会報告書」
　政策提言及び成果報告シンポジウム講演録など

「文化・芸術を活かしたまちづくり研究会
中間報告書」
　今年度の取り組み及び
視察報告など
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サマージャンボ宝くじ・ハロウィンジャンボ宝くじ　～市町村のまちづくりに役立っています～


